
交付運用報告書 見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全体版）に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供する旨を定めており、
以下の方法でご覧いただけます。運用報告書（全体版）は、受益者のご請求により交付されます。交付をご請求される方は、
販売会社までお問い合わせください。

閲覧・ダウンロード方法 https://www.am.mufg.jp/ ［ファンド検索］に
ファンド名を入力

各ファンドの詳細ページで
閲覧およびダウンロード

東京都千代田区有楽町一丁目12番１号
ホームページ　https://www.am.mufg.jp/

■当運用報告書に関するお問い合わせ先
お客さま専用
フリーダイヤル 0120-151034
（受付時間：営業日の９：00～17：00、土・日・祝日・12月31日～１月３日を除く）

お客さまのお取引内容につきましては、お取扱いの販売会社に
お尋ねください。

◇MKU-148019-0000-20221212◇

グローバル財産３分法
ファンド（毎月決算型）
追加型投信／内外／資産複合

受益者のみなさまへ
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
当ファンドは、世界各国の株式、リート、新興国の債券を実
質的な主要投資対象とし、それぞれ純資産総額に対して３分
の１程度の投資を行うことにより、安定的な収益の確保とリ
スク分散をはかることを目指して運用することを目的として
います。ここに運用状況をご報告申し上げます。
当ファンドが受益者のみなさまの資産形成に資するよう、運
用に努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。

基 準 価 額 8,853円
純資産総額 11,686百万円

騰 落 率 ＋0.8 ％
分配金合計(＊) 150 円

（注）騰落率は分配金再投資基準価額の騰落率
で表示しています。

（＊）当期間の合計分配金額です。

第206期末（2022年12月12日）

第201期～第206期

作成対象期間：2022年６月14日～2022年12月12日
第　201　期 決算日：2022年７月12日 第　204　期 決算日：2022年10月12日
第　202　期 決算日：2022年８月12日 第　205　期 決算日：2022年11月14日
第　203　期 決算日：2022年９月12日 第　206　期 決算日：2022年12月12日
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

運用経過
第201期～第206期：2022年６月14日～2022年12月12日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

7,000
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（百万円）

0
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40,000

60,000

2022/６/13 2022/８/９ 2022/10/７ 2022/12/７

純資産総額：右目盛 基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第201期首 8,934円
第206期末 8,853円
既払分配金 150円
騰 落 率 0.8％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。
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2

グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

基準価額は当作成期首に比べ0.8％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

グローバル株式インカム　マザーファンド受益証券の基準価額上
昇が上昇要因となりました。

上昇要因

組入ファンド 騰落率 組入比率（対純資産総額）

エマージング・ソブリン・オープン　マザーファンド 1.3％ 32.7％

ワールド・リート・オープン　マザーファンド －4.7％ 32.7％

グローバル株式インカム　マザーファンド 8.3％ 32.4％
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

2022年６月14日～2022年12月12日

１万口当たりの費用明細

項目
第201期～第206期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 70 0.784 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (39) (0.439) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (27) (0.302) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (4) (0.044) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 2 0.026 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (1) (0.016)
( 投 資 信 託 証 券 ) (1) (0.009)
(先物・オプション) (0) (0.000)

(ｃ)有価証券取引税 1 0.008 (ｃ)有価証券取引税＝作成期中の有価証券取引税÷作成期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (1) (0.006)
( 投 資 信 託 証 券 ) (0) (0.001)

(ｄ)そ の 他 費 用 1 0.014 (ｄ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (1) (0.009) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 74 0.832

作成期中の平均基準価額は、8,882円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

（参考情報）
■総経費率

当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.60％です。

総経費率
1.60％ 運用管理費用（投信会社）

0.88％

運用管理費用（販売会社）
0.61％

運用管理費用（受託会社）
0.09％

その他費用
0.03％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

2017年12月12日～2022年12月12日

最近５年間の基準価額等の推移について

※分配金再投資基準価額は、2017年12月12日の値を基準価額と同一となるように指数化しています。

当作成期（円）
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純資産総額：右目盛 基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

最近５年間の年間騰落率
2017/12/12

期初
2018/12/12

決算日
2019/12/12

決算日
2020/12/14

決算日
2021/12/13

決算日
2022/12/12

決算日

基準価額 （円） 8,550 7,865 8,140 7,321 8,823 8,853
期間分配金合計（税込み） （円） － 300 300 300 300 300
分配金再投資基準価額騰落率 （％） － －4.5 7.5 －6.2 24.9 3.8
参考指数①騰落率 （％） － －4.3 14.5 11.3 34.6 2.2
参考指数②騰落率 （％） － 2.5 11.0 －12.7 43.0 －2.3
参考指数③騰落率 （％） － －4.3 9.2 1.2 8.3 0.0
純資産総額 （百万円） 16,110 13,831 13,310 11,070 12,214 11,686

※ファンド年間騰落率は、参考指数年間騰落率と比較するため、収益分配金（税込み）を再投資したものとみなして計
算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

参考指数①は、ＭＳＣＩ ワールド・インデックス（円換算）、参考指数②は、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（円換算）、
参考指数③は、J.P. Morgan EMBI Global Diversified（円換算）です。詳細は後記の「指数に関して」をご参照くださ
い。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

第201期～第206期：2022年６月14日～2022年12月12日

投資環境について

株式市況の推移（当作成期首を100として指数化）
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ＭＳＣＩ ワールド・インデックス（円換算）

株式市況
株式市況は、当作成期を通してみると上
昇しました。
当作成期首から2022年８月前半にかけて
は、堅調な一部経済指標や好調な一部企
業決算などが好感されたことなどから上
昇しました。
８月後半から９月後半にかけては、世界
的なインフレの継続や、９月米連邦公開
市場委員会（ＦＯＭＣ）において積極的
な利上げ姿勢が示されたことなどを背景
に、景気先行き懸念が強まったことなど
を受けて、株価は下落しました。
10月前半から当作成期末にかけては、10
月の米国消費者物価指数（ＣＰＩ）の上
昇率が市場予想を下回り、米国での利上
げペースの鈍化期待が高まったことなど
から、株価は上昇しました。

・当ファンドの参考指数は、ＭＳＣＩ ワールド・インデック
ス（円換算）です。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

リート市況の推移（当作成期首を100として指数化）
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Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（円換算）

先進国リート市況
先進国リート市況は、当作成期を通して
みると下落しました。
当作成期首から2022年８月上旬にかけて
は、当局による金融引き締めペースが鈍
化するとの見方が高まったことに加え、
良好な四半期決算内容などが好感され上
昇しました。その後、インフレ懸念の高
まりを背景に当局が金融引き締めを加速
させたことなどを受けて10月中旬にかけ
て下落しました。米国の10月消費者物価
指数が予想を下回ったことや、11月のＦ
ＯＭＣ議事録で参加者の多くが利上げ
ペースの減速を支持したことなどを受け
て当作成期末にかけて上昇しましたが、
当作成期を通してみると下落しました。
国・地域別では、アメリカやイギリスの
下落などがマイナスに作用しました。不
動産用途別では、景気後退懸念の高まり
や金利上昇などを受けてオフィスや住宅
などが下落しました。

・当ファンドの参考指数は、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（円換
算）です。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

債券市況の推移（当作成期首を100として指数化）
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J.P. Morgan EMBI Global Diversified（円換算）
新興国債券市況
新興国債券市況は、当作成期を通してみ
ると上昇しました。
当作成期は、高止まりしているインフレ
率の推移等を受けて米連邦準備制度理事
会（ＦＲＢ）が政策金利を大幅に引き上
げ、米国金利が上昇した場面などで新興
国債券市況は軟調に推移したものの、そ
の後、インフレ率の伸びの鈍化を受けて、
ＦＲＢによる利上げペースの減速が意識
され、米国国債との利回り格差（スプ
レッド）が縮小したことやインカム収入
等を背景に新興国債券市況は上昇しまし
た。・当ファンドの参考指数は、J.P.  Morgan EMBI  Global 

Diversified（円換算）です。

為替市況
当作成期を通してみると、米ドル、ユー
ロ、英ポンドは日本との金利差の拡大な
どを背景に、円に対して上昇しました。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて
グローバル財産３分法ファンド（毎月
決算型）
当ファンドは、グローバル株式インカム　
マザーファンド、ワールド・リート・
オープン　マザーファンドおよびエマー
ジング・ソブリン・オープン　マザー
ファンドの各受益証券を通じて、世界各
国の株式、リート（上場不動産投資信
託）および新興国（エマージング・カン
トリー）の債券を主要投資対象としてい
ます。外貨建資産については、原則とし
て為替ヘッジを行わない方針としており、
為替ヘッジは行いませんでした。当ファ
ンドの純資産総額に対して各マザーファ
ンドへ３分の１程度の投資を行い、各投
資割合が一定の範囲内となるよう組入比
率の調整を行いました。

グローバル株式インカム　マザー
ファンド
世界主要先進国の株式を主要投資対象と
し、株式組入比率は高位に保ちました。
ＵＢＳアセット・マネジメント株式会社
からアドバイスを受け、幅広い業種の中
から、相対的に高い配当が期待でき、信
用力が高いと判断される銘柄に注目し、
中長期的な視点に基づいて株価が割安と
判断された銘柄を中心に投資してまいり
ました。

当作成期に新規組入、全株売却した主な
銘柄のポイントは以下の通りです。

主な新規組入銘柄
NORSK HYDRO ASA（ノルウェー、ア
ルミニウムメーカー）：環境対策などの
面で競争優位性が高いことや、割安度、
配当利回りなどを評価して組み入れまし
た。
INTEL CORP（アメリカ、半導体メー
カー）：最先端半導体の出荷開始による
業績貢献が期待されることや、割安度、
配当利回りなどを評価して組み入れまし
た。
GLENCORE  PLC （ イ ギ リ ス 、 資 源 会
社）：資源価格の高騰による業績回復期
待や株主還元拡大への期待、割安度など
を評価して組み入れました。

主な全株売却銘柄
ANGLO AMERICAN PLC（イギリス、
資源会社）、MEDTRONIC PLC（アメリ
カ、医療機器メーカー）、NATIONAL 
INSTRUMENTS CORP（アメリカ、計測
機器・ソフトウェアメーカー）：相対的
な株価の割安度の観点などから、他銘柄
への入れ替えのため全株売却しました。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド
世界各国の上場不動産投資信託を主要投
資対象として分散投資を行いました。
ポートフォリオの構築は、トップダウン
で国や地域、セクター配分等を決定し、
ボトムアップで個別銘柄を選定するとい
う、２つのアプローチ（運用手法）の融
合により行いました。なお、運用の指図
に 関 す る 権 限 は 、 モ ル ガ ン ・ ス タ ン
レー・インベストメント・マネジメン
ト・インク、モルガン・スタンレー・イ
ンベストメント・マネジメント・リミ
テッドおよびモルガン・スタンレー・イ
ンベストメント・マネジメント・カンパ
ニーに委託しています。不動産への直接
投資と比較して（純資産価値対比）割安
と判断される銘柄への投資を継続しまし
た。また、配当利回りの高い銘柄を精査
し、配当性向や負債依存度、業績動向な
どを考慮のうえ、割安度合いの修正によ
る価格上昇への確信度に応じて、各国・
地域や各不動産の用途に対する投資配分
や組入銘柄の投資比率を変更しました。
当作成期は、不動産への直接投資と比較
して（純資産価値対比）割安と判断され
る一部の不動産用途を投資妙味があると
判断し、引き続き、小売りなどを高位に
組み入れました。長期金利の上昇に一服
感が見られる中、専門特化型などの組入
比率を引き上げる一方、景気後退懸念の

高まりなどを背景にオフィスなどの組入
比率を引き下げました。
ポートフォリオの個別銘柄では、データ
センターを手掛ける「EQUINIX INC（専
門特化型／アメリカ）」などを新規に組
み 入 れ た 一 方 、 集 合 住 宅 を 手 掛 け る
「UDR INC（住宅／アメリカ）」などの
全売却を実施しました。

国・地域別上位の組入比率
国・地域別上位の組入比率は、当作成期
首のアメリカ69.5％、日本8.3％、オー
ストラリア5.2％などから、当作成期末に
はアメリカ71.2％、日本9.2％、オース
トラリア6.0％などとしました。

業種別上位の組入比率
業種別上位の組入比率は、当作成期首の
小売り22.2％、住宅17.6％、産業用施設
15.4％などから、当作成期末には小売り
24.3％、住宅16.7％、産業用施設15.6％
などとしました。

エマージング・ソブリン・オープン　
マザーファンド
エマージング・カントリーのソブリン債
券および準ソブリン債券を主要投資対象
としています。エマージング・カント
リーが発行する米ドル建のソブリン債券
を中心に投資を行い、一部ユーロ建の債
券に投資を行いました。
債券等の運用にあたっては、ウエリント
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

ン・マネージメント・カンパニー・エル
エルピーに運用の指図に関する権限を委
託しています。
J.P. Morgan EMBI Global Diversified
（円換算）を当マザーファンドのベンチ
マークとしています。
国別では、ファンダメンタルズが改善基
調にあることや欧州連合（ＥＵ）復興基
金による支援などが期待されるハンガ
リーの組入比率を引き上げた他、経常収
支の改善見込みや原油価格が高い水準で
推移する可能性等を考慮し、サウジアラ
ビアの組入比率を引き上げました。一方、
安定的なファンダメンタルズは評価して
いるものの、割安感のないバリュエー
ションや低い経済成長率などを考慮して
パナマの組入比率を引き下げた他、イン
フレや財政赤字に対する懸念のあるコー
トジボワールなどについて組入比率を引
き下げました。
デュレーションは、概ねベンチマーク並
みとしました。
※デュレーションとは、「金利変動に対する債券価

格の変動性」を示すもので、債券はデュレーショ
ンが大きいほど、金利変動に対する価格の変動が
大きくなる傾向があります。

外貨の組入比率を高水準に保ち、米ドル
建資産については対円での為替ヘッジは
行いませんでした。ユーロ建債券への一
部の投資については、実質米ドル建の投
資となるように為替取引を行いました。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

第201期～第206期：2022/６/14～2022/12/12

当該投資信託のベンチマークとの差異について

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算しています。

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。上記のグラフは当ファンド
（ベビーファンド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数①は、ＭＳＣＩ ワールド・インデックス（円換算）、参考指数②は、Ｓ＆Ｐ先進国Ｒ
ＥＩＴ指数（円換算）、参考指数③は、J.P. Morgan EMBI Global Diversified（円換算）です。
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（％）

ファンド 参考指数① 参考指数② 参考指数③

基準価額と参考指数の対比（騰落率）
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準・市況動向等を勘案し、次表の通りとさせていただき
ました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の
基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第201期

2022年６月14日～
2022年７月12日

第202期
2022年７月13日～
2022年８月12日

第203期
2022年８月13日～
2022年９月12日

第204期
2022年９月13日～
2022年10月12日

第205期
2022年10月13日～
2022年11月14日

第206期
2022年11月15日～
2022年12月12日

当期分配金
（対基準価額比率）

25
（0.285％）

25
（0.274％）

25
（0.267％）

25
（0.294％）

25
（0.280％）

25
（0.282％）

当期の収益 19 25 20 23 21 12

当期の収益以外 5 － 4 1 3 12

翌期繰越分配対象額 2,213 2,215 2,317 2,316 2,313 2,300

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

グローバル財産３分法ファンド（毎月
決算型）
原則として、当ファンドの純資産総額に
対して、グローバル株式インカム　マ
ザーファンド、ワールド・リート・オー
プン　マザーファンド、エマージング・
ソブリン・オープン　マザーファンドへ
３分の１程度となるよう投資を行い、各
投資割合が一定の範囲内となるよう組入
比率の調整を行います。

グローバル株式インカム　マザー
ファンド
引き続き、世界主要先進国の株式を主要
投資対象とし、株式組入比率は高位に保
つ方針です。
世界的なインフレの継続や、主要中央銀
行の金融引き締めによる景気への影響な
どが依然として懸念される中、個別企業
の本質的価値を十分に見定めた上で投資
を行うとの基本的なスタンスに変更はあ
りません。
ＵＢＳアセット・マネジメント株式会社
からアドバイスを受け、将来に亘って株
主に還元できるキャッシュフローの創出
力に比べて株価が割安となっている銘柄
に投資を行い、配当利回りの水準も考慮
してポートフォリオを構築します。

ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド
引き続き、世界各国のリートに分散投資
を行い、リスク分散を図った上で安定し
た配当利回りの確保と長期的な信託財産
の成長を目指します。
当面の運用としては、マクロ環境や実物
不動産市況の変化、リート各社の経営内
容などに着目しつつ、不動産への直接投
資と比較して（純資産価値対比）割安と
判断される銘柄への投資を継続していき
ます。また、配当利回りの高い銘柄を精
査し、配当性向や負債依存度、業績動向
などを考慮のうえ、割安度合いの修正に
よる価格上昇への確信度に応じて、銘柄
への投資比率を変更していく方針です。
米不動産用途別の投資判断に関して、需
要が底堅い生活必需品関連のテナントを
有する銘柄や、オンラインショッピング
の受け取り場所として新たな需要増加の
恩恵が期待される銘柄を中心に小売りな
どを選好する一方、在宅勤務の普及など
を受け需給悪化が懸念されるオフィスな
どは慎重に見ています。

エマージング・ソブリン・オープン　
マザーファンド
新興国債券市場については、インフレ圧
力の継続やコモディティ価格の変動、世
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

界的な利上げペースの加速、景気後退懸
念、ロシアのウクライナ侵攻による地政
学的なリスクなどを背景に先行きに対す
る不透明感が残存しています。足元では、
金融引き締めによって財政刺激策の影響
が弱まり、金利上昇が融資活動を抑制し
ているため、成長率が減速し始めていま
す。世界経済の減速は、経済活動再開に
よる需要の回復から恩恵を受けていた新
興国の経済成長にも影響を与えると見て
いますが、財政上の脆弱性は国によって
まちまちなため、各国における影響の度
合いを精査する方針です。
新興国のソブリン債券および準ソブリン
債券を主要投資対象とし、ファンダメン
タルズ分析・信用リスク分析に基づく分
散投資を基本とし、運用を行う方針です。
新興国債券市場における足元の投資環境
は投資機会とリスクの両方を生み出すと
思われることから、バリュエーションを
踏まえつつ、ファンダメンタルズを重視
した投資国の選択が引き続き重要である
と考えています。環境が好転するシグナ
ルとして注視しているのは、地政学的リ
スクの後退によるインフレ圧力の低下と
制裁の緩和、金融引き締めサイクルが終
盤に近付くこと、供給ボトルネックの改
善などです。
リスクを管理し、世界経済や市場の不安
定性に抵抗力を有する国を中心に配分す
るとともに、市場価格が発行体のファン

ダメンタルズから乖離し、割安であると
判断し得る債券に対する投資機会を探る
方針です。
国別資産配分については、ファンダメン
タルズが良好と見ているクロアチアや
ルーマニアなどの一部の欧州諸国やアン
ゴラなどの一部のアフリカ諸国への配分
を重視する方針です。また、原油価格が
高止まりする可能性などを考慮してサウ
ジアラビアやオマーンなど中東の産油国
についても注目しています。一方、バ
リュエーション面で割高感のあるフィリ
ピンやインドネシアなどのアジア諸国に
関しては、ベンチマークの構成比に対し
て低めの投資割合とする方針です。
当面、デュレーションは、ベンチマーク
並みとする方針です。
為替取引等について、原則として対円で
の為替ヘッジは行わない方針です。ただ
し、ユーロ建資産の一部について実質的
に米ドル建となるように行っている為替
取引のポジション（持ち高）は、当面維
持する予定です。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

お知らせ
約款変更

・該当事項はありません。

その他
・該当事項はありません。

＊本書が、受益者のみなさまのお手元に届くのは作成対象期間末から２ヵ月以上が経過していることにご留意ください。
なお、最近の運用状況や約款変更の内容等は当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）にて開示を行っている
場合があります。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

当該投資信託の概要
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合

信 託 期 間 無期限（2005年10月14日設定）

運 用 方 針
ファミリーファンド方式により、世界各国の株式、上場不動産投資信託および新興国の
債券を主要投資対象とし、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保を目指して運用
を行います。

主要投資対象

■当ファンド
グローバル株式インカム　マザーファンド受益証券、ワールド・リート・オープン　
マザーファンド受益証券、エマージング・ソブリン・オープン　マザーファンド受益
証券

■グローバル株式インカム　マザーファンド
世界主要先進国の株式

■ワールド・リート・オープン　マザーファンド
世界各国の上場不動産投資信託

■エマージング・ソブリン・オープン　マザーファンド
エマージング・カントリーのソブリン債券および準ソブリン債券

運 用 方 法
・原則として、当ファンドの純資産総額に対して各マザーファンドへ３分の１程度の投

資を行い、各投資割合が一定の範囲内となるよう組入比率の調整を行います。
・実質外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。

分 配 方 針

毎月12日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を
行います。分配対象額の範囲は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みま
す。）等の全額とします。基準価額水準・市況動向等を勘案して、分配金額を決定しま
す。毎年７月の決算時には、委託会社が決定する額を付加して分配を行う場合がありま
す。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

●上記は、2017年12月から2022年11月の５年間における１年騰落率の平均・最大・最小を、ファンドおよび他の代
表的な資産クラスについて定量的に比較できるように作成したものです。
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値

最小値

平均値

（2017年12月末～2022年11月末）

各資産クラスの指数
日 本 株 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）
先 進 国 株 ＭＳＣＩ コクサイ・インデックス（配当込み）
新 興 国 株 ＭＳＣＩ エマージング・マーケット・インデックス（配当込み）
日 本 国 債 ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（国債）
先 進 国 債 ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）
新 興 国 債 ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

※詳細は最終ページの「指数に関して」をご参照ください。
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しています。
●全ての資産クラスがファンドの投資対象とは限りません。
●ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。
●騰落率は直近前月末から60ヵ月遡った算出結果であり、ファンドの決算日に対応した数値とは異なります。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

当該投資信託のデータ
2022年12月12日現在

当該投資信託の組入資産の内容

組入ファンド （組入銘柄数：３銘柄）

ファンド名 第206期末
2022年12月12日

ワールド・リート・オープン　マザーファンド 32.7％
エマージング・ソブリン・オープン　マザーファンド 32.7％
グローバル株式インカム　マザーファンド 32.4％

※比率は当ファンドの純資産総額に対する各マザーファンドの評価額の割合です。

純資産等
項　目 第201期末

2022年７月12日
第202期末

2022年８月12日
第203期末

2022年９月12日
第204期末

2022年10月12日
第205期末

2022年11月14日
第206期末

2022年12月12日
純資産総額 （円） 11,695,554,597 12,146,589,162 12,421,801,784 11,266,830,032 11,779,803,432 11,686,799,666
受益権口数 （口） 13,382,609,742 13,371,688,085 13,318,404,182 13,268,067,523 13,231,397,250 13,200,774,335
１万口当たり基準価額 （円） 8,739 9,084 9,327 8,492 8,903 8,853

※当作成期間中（第201期～第206期）において追加設定元本は114,631,429円
同解約元本は　325,327,432円です。

種別構成等

マザーファンド
受益証券
97.8％

コール・
ローン等
2.2％

資産別配分

日本
97.8％

その他
2.2％

国・地域別配分

円
100.0％

通貨別配分

※比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。構
成比率が５％未満の項目は「その他」に分類していま
す。

※国・地域別配分の「その他」には、コール・ローン等
のように、複数の金融機関等（国内外）を相手先とし
他のファンドの余裕資金等と合せて運用しているもの
を含みます。

※【国・地域別配分】、【通貨別配分】は、組入ファン
ドの発行地、発行通貨を表示しています。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

2022年12月12日現在

組入上位ファンドの概要

ワールド・リート・オープン　マザーファンド
基準価額の推移
2022年６月10日～2022年12月12日
（円）

26,000

28,000

30,000

32,000

34,000

2022/６/10 2022/８/８ 2022/10/６ 2022/12/６

基準価額

１万口当たりの費用明細
2022年６月11日～2022年12月12日

項目 第214期～第219期
金額(円) 比率(％)

(ａ)売 買 委 託 手 数 料 9 0.031
( 投 資 信 託 証 券 ) (9) (0.031)

(ｂ)有 価 証 券 取 引 税 1 0.004
( 投 資 信 託 証 券 ) (1) (0.004)

(ｃ)そ の 他 費 用 2 0.008
( 保 管 費 用 ) (2) (0.007)
( そ の 他 ) (0) (0.000)

合計 12 0.043
作成期中の平均基準価額は、30,194円です。

※項目の概要については、前記「１万口当たりの費
用明細」をご参照ください。

組入上位10銘柄 （組入銘柄数：71銘柄）
銘柄 種類 国・地域 業種／種別 比率(％)

１ PROLOGIS INC ＲＥＩＴ アメリカ 産業用施設 8.9
２ PUBLIC STORAGE ＲＥＩＴ アメリカ 倉庫 4.9
３ EQUINIX INC ＲＥＩＴ アメリカ 専門特化型 4.3
４ VICI PROPERTIES INC ＲＥＩＴ アメリカ 専門特化型 4.2
５ WELLTOWER INC ＲＥＩＴ アメリカ ヘルスケア 3.8
６ MID-AMERICA APARTMENT COMM ＲＥＩＴ アメリカ 住宅 3.5
７ EQUITY RESIDENTIAL ＲＥＩＴ アメリカ 住宅 3.2
８ SIMON PROPERTY GROUP INC ＲＥＩＴ アメリカ 小売り 3.2
９ DIGITAL REALTY TRUST INC ＲＥＩＴ アメリカ 専門特化型 2.9
10 IRON MOUNTAIN INC ＲＥＩＴ アメリカ 専門特化型 2.5
※比率はマザーファンドの純資産総額に対する割合です。
※原則、国・地域については、モルガン・スタンレー・

インベストメント・マネジメント・グループが定義し
た区分を表示しています。

※なお、全銘柄に関する詳細な情報等については、運用
報告書（全体版）でご覧いただけます。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

種別構成等

外国ＲＥＩＴ
90.1％

コール・ローン等
0.8％

国内ＲＥＩＴ
9.2％

資産別配分

アメリカ
71.2％

日本
9.2％

オーストラリア
6.0％

その他
13.7％

国・地域別配分

アメリカドル
71.6％

円
9.3％

オーストラリア
ドル

6.0％

その他
13.1％

通貨別配分

※比率はマザーファンドの純資産総額に対する割合です。
構成比率が５％未満の項目は「その他」に分類してい
ます。

※原則、国・地域については、モルガン・スタンレー・
インベストメント・マネジメント・グループが定義し
た区分を表示しています。

※国・地域別配分の「その他」には、コール・ローン等
のように、複数の金融機関等（国内外）を相手先とし
他のファンドの余裕資金等と合せて運用しているもの
を含みます。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

2022年８月５日現在

組入上位ファンドの概要

エマージング・ソブリン・オープン　マザーファンド
基準価額の推移
2022年２月７日～2022年８月５日
（円）

36,000

38,000

40,000

42,000

44,000

2022/２/７ 2022/４/７ 2022/６/８ 2022/８/４

基準価額

１万口当たりの費用明細
2022年２月８日～2022年８月５日

項目 当期
金額(円) 比率(％)

(ａ)売 買 委 託 手 数 料 0 0.000
(先物・オプション) (0) (0.000)

(ｂ)そ の 他 費 用 4 0.010
( 保 管 費 用 ) (4) (0.009)
( そ の 他 ) (0) (0.001)

合計 4 0.010
期中の平均基準価額は、39,593円です。

※項目の概要については、前記「１万口当たりの費
用明細」をご参照ください。

組入上位10銘柄 （組入銘柄数：234銘柄）
銘柄 種類 国・地域 業種／種別 比率(％)

１ 3.125 ABU DHABI G 490930 債券 アラブ首長国連邦 国債 2.9
２ 1.5 CROATIA 310617 債券 クロアチア 国債 1.9
３ 2.783 PERU 310123 債券 ペルー 国債 1.9
４ 2.875 SAUDI ARABI 240416 債券 サウジアラビア 特殊債 1.8
５ 5 ISRAEL ELEC 241112 債券 イスラエル 社債 1.8
６ 4.75 INDONESIA 290211 債券 インドネシア 国債 1.7
７ 4.25 ISRAEL ELEC 280814 債券 イスラエル 社債 1.7
８ 3.3 QATAR PETROLE 510712 債券 カタール 特殊債 1.5
９ 3.5 SAUDI ARABIAN 290416 債券 サウジアラビア 特殊債 1.4
10 1.7 ABU DHABI GOV 310302 債券 アラブ首長国連邦 国債 1.4
※比率はマザーファンドの純資産総額に対する割合です。
※原則、国・地域については、BloombergのCountry 

of Riskを表示しています。

※なお、全銘柄に関する詳細な情報等については、運用
報告書（全体版）でご覧いただけます。
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種別構成等
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※比率はマザーファンドの純資産総額に対する割合です。
※資産別配分の先物は買建と売建を別々に表示していま

す。
※原則、国・地域については、BloombergのCountry 

of Riskを表示しています。

※国・地域別配分は、上位５ヵ国を表示しています。
※国・地域別配分は、同一国で買建と売建がある場合、

相殺したネットポジションを表示しています。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

2022年12月７日現在

組入上位ファンドの概要

グローバル株式インカム　マザーファンド
基準価額の推移
2022年６月７日～2022年12月７日
（円）

32,000

34,000

36,000

38,000

40,000

2022/６/７ 2022/８/３ 2022/10/３ 2022/12/１

基準価額

１万口当たりの費用明細
2022年６月８日～2022年12月７日

項目 第201期～第206期
金額(円) 比率(％)

(ａ)売 買 委 託 手 数 料 20 0.054
( 株 式 ) (20) (0.054)

(ｂ)有 価 証 券 取 引 税 8 0.021
( 株 式 ) (8) (0.021)

(ｃ)そ の 他 費 用 4 0.012
( 保 管 費 用 ) (4) (0.012)
( そ の 他 ) (0) (0.000)

合計 32 0.087
作成期中の平均基準価額は、36,483円です。

※項目の概要については、前記「１万口当たりの費
用明細」をご参照ください。

組入上位10銘柄 （組入銘柄数：53銘柄）
銘柄 種類 国・地域 業種／種別 比率(％)

１ MICROSOFT CORP 株式 アメリカ 情報技術 5.2
２ SEMPRA ENERGY 株式 アメリカ 公益事業 3.3
３ BROADCOM INC 株式 アメリカ 情報技術 3.1
４ ABBVIE INC 株式 アメリカ ヘルスケア 3.0
５ ELI LILLY & CO 株式 アメリカ ヘルスケア 2.9
６ AMERIPRISE FINANCIAL INC 株式 アメリカ 金融 2.8
７ ERIE INDEMNITY COMPANY-CL A 株式 アメリカ 金融 2.7
８ JOHNSON & JOHNSON 株式 アメリカ ヘルスケア 2.7
９ AXA SA 株式 フランス 金融 2.7
10 PHILIP MORRIS INTERNATIONAL 株式 アメリカ 生活必需品 2.5
※比率はマザーファンドの純資産総額に対する割合です。
※原則、国・地域については、主要取引所所在地を表示

しています。

※業種はＧＩＣＳ（世界産業分類基準）のセクター分類
に基づいたものです。ＧＩＣＳに関する知的財産所有
権はMSCI Inc.およびＳ＆Ｐに帰属します。

※なお、全銘柄に関する詳細な情報等については、運用
報告書（全体版）でご覧いただけます。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

種別構成等

外国株式
91.1％

国内株式
6.2％

コール・ローン等
2.7％

資産別配分

アメリカ
64.7％

イギリス
11.4％

日本
6.2％
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6.1％

その他
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国・地域別配分

アメリカドル
65.1％

イギリスポンド
11.4％

ユーロ
8.5％

円
8.4％

その他
6.5％

通貨別配分

※比率はマザーファンドの純資産総額に対する割合です。
構成比率が５％未満の項目は「その他」に分類してい
ます。

※原則、国・地域については、主要取引所所在地を表示
しています。

※国・地域別配分の「その他」には、コール・ローン等
のように、複数の金融機関等（国内外）を相手先とし
他のファンドの余裕資金等と合せて運用しているもの
を含みます。
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

指数に関して
ファンドの参考指数①である『ＭＳＣＩ ワールド・インデックス（円換算）』
について
ＭＳＣＩ ワールド・インデックス（円換算）は、ＭＳＣＩ ワールド・インデックス（米ドル建て税引き後配当込み）（出
所：ＭＳＣＩ）の基準日前営業日の指数を基準日のわが国の対顧客電信売買相場の仲値により三菱ＵＦＪ国際投信が円換算
したうえ設定時を10,000として指数化したものです。
ＭＳＣＩ ワールド・インデックス（出所：ＭＳＣＩ）。ここに掲載される全ての情報は、信頼の置ける情報源から得たも
のでありますが、その確実性及び完結性をＭＳＣＩは何ら保証するものではありません。またその著作権はＭＳＣＩに帰属
しており、その許諾なしにコピーを含め電子的、機械的な一切の手段その他あらゆる形態を用い、またはあらゆる情報保存、
検索システムを用いて出版物、資料、データ等の全部または一部を複製・頒布・使用等することは禁じられています。

ファンドの参考指数②である『Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（円換算）』について
Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（円換算）は、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（配当込み）米ドル建て（出所：Ｓ＆Ｐ）の基準日前
営業日の指数値を基準日のわが国の対顧客電信売買相場の仲値により三菱ＵＦＪ国際投信が円換算したうえ設定時を
10,000として指数化したものです。
Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数とは、Ｓ＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデックスＬＬＣが公表している指数で、先進国の不動産投
資信託（ＲＥＩＴ）および同様の制度に基づく銘柄を対象に浮動株修正時価総額に基づいて算出されています。同指数はＳ
＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデックス（Ｓ＆Ｐ ＤＪＩ）の商品であり、これを利用するライセンスが三菱ＵＦＪ国際投信
株式会社に付与されています。Ｓ＆Ｐ ＤＪＩは、同指数の誤り、欠落、または中断に対して一切の責任を負いません。

ファンドの参考指数③である『J.P. Morgan EMBI Global Diversified（円換
算）』について
J.P. Morgan EMBI Global Diversified（円換算）は、米ドル建てのJ.P. Morgan EMBI Global Diversifiedを三菱ＵＦＪ
銀行の対顧客電信売買相場の仲値により三菱ＵＦＪ国際投信が円換算したうえ設定時を10,000として指数化したものです。
なお、J.P. Morgan EMBI Global Diversified（円換算）は、基準日前営業日の同インデックスの指数値を、為替は基準日
の三菱ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値を、それぞれ用いて計算しています。
情報は、信頼性があると信じられる情報源から取得したものですが、J.P. Morganはその完全性・正確性を保証するもので
はありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J.P. Morganからの書面による事前承認なしに本指数を複製・使
用・頒布することは認められていません。Copyright 2015, J.P. Morgan Chase & Co. All rights reserved.
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グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

「ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較」に用いた指数について
●東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）とは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を
有するマーケット・ベンチマークで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算出される株価指数です。ＴＯＰＩＸの指
数値及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標は、株式会社JPX総研又は株式会社JPX総研の関連会社（以下「JPX」という。）
の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用などＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩＸに
係る標章又は商標に関するすべての権利はJPXが有します。

●ＭＳＣＩ コクサイ・インデックス（配当込み）
ＭＳＣＩ コクサイ・インデックス（配当込み）とは、MSCI Inc.が開発した株価指数で、日本を除く世界の先進国で構成
されています。また、ＭＳＣＩ コクサイ・インデックスに対する著作権及びその他知的財産権はすべてMSCI Inc.に帰属
します。

●ＭＳＣＩ エマージング・マーケット・インデックス（配当込み）
ＭＳＣＩ エマージング・マーケット・インデックス（配当込み）とは、MSCI Inc.が開発した株価指数で、世界の新興国
で構成されています。また、ＭＳＣＩ エマージング・マーケット・インデックスに対する著作権及びその他知的財産権
はすべてMSCI Inc.に帰属します。

●ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（国債）
ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（国債）とは、野村證券株式会社が発表しているわが国の代表的な国債パフォーマンスインデック
スで、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（総合）のサブインデックスです。当該指数の知的財産権およびその他一切の権利は同社に
帰属します。なお、同社は、当該指数の正確性、完全性、信頼性、有用性、市場性、商品性および適合性を保証するもの
ではなく、当該指数を用いて運用されるファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。

●ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）
ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国
債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスです。FTSE Fixed Income LLCは、本ファンドの
スポンサーではなく、本ファンドの推奨、販売あるいは販売促進を行っておりません。このインデックスのデータは、情
報提供のみを目的としており、FTSE Fixed Income LLCは、当該データの正確性および完全性を保証せず、またデータ
の誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。このインデックスに対する著作権等の知的財産その他一切の権利
はFTSE Fixed Income LLCに帰属します。

●ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ダイバーシファイド
ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ダイバーシファイドとは、Ｊ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエルシー
が算出し公表している指数で、現地通貨建てのエマージング債市場の代表的なインデックスです。現地通貨建てのエマー
ジング債のうち、投資規制の有無や、発行規模等を考慮して選ばれた銘柄により構成されています。当指数の著作権はＪ．
Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエルシーに帰属します。
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